
昭
和
二
年
に
当
医
師
会
が
建
立
し
た
顕
彰
碑
を
整
備
し
、
説
明
板
を

新
に
設
置
。

尚
、
今
回
の
顕
彰
事
業
を
機
に
数
々
の
新
知
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
春

朔
先
生
を
敬
う
何
よ
り
の
顕
彰
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
ド
イ
ツ
衛
生
博
覧
会
出
展
後
、
伝
染
病
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
、
行
方
不

明
と
な
り
戦
災
で
焼
失
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
た
春
朔
の
遺
品
が
、
大

と
き
平
成
二
年
七
月
二
十
一
日
’
九
月
二
日

と
こ
ろ
県
立
甘
木
歴
史
資
料
館

四
記
念
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
種
痘
の
始
祖
、
緒
方
春
朔
先
生
に
学
ぶ
』

講
師
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
助
教
授
酒
井
シ
ヅ

甘
木
朝
倉
医
師
会
顧
問
井
上
無
限

元
県
立
朝
倉
高
等
学
校
長
松
岡
彊

九
州
大
学
文
学
部
講
師
柴
多
一
雄

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー

久
留
米
大
学
医
学
部
免
疫
学
教
授
横
山
三
男

司
会
甘
木
朝
倉
医
師
会
理
事
富
田
英
寿

と
き
平
成
二
年
七
月
二
十
八
日
（
土
）
Ｐ
Ｍ
２
・
叩
１
４
．
鋤

と
こ
ろ
甘
木
文
化
会
館

約
八
○
○
名
の
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
盛
会
に
終
る
。
ま
た
『
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
記
録
集
』
を
編
集
発
行
し
た
。

五
広
報
教
育
映
画
製
作

タ
イ
ト
ル
『
種
痘
の
始
祖
、
緒
方
春
朔
』
地
域
の
各
学
校
等
に
寄
贈

一

ノ、

タ
イ
ト
ル
『
種
痘
の
始

秋
月
顕
彰
碑
補
修
整
備

塚
恭
男
先
生
の
御
尽
力
で
北
里
研
究
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

一
春
朔
の
第
三
の
種
痘
書
『
種
痘
證
治
録
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
。

一
長
い
間
、
議
論
さ
れ
て
い
た
『
種
痘
必
順
弁
』
の
順
に
つ
い
て
「
順
」

か
「
須
」
か
の
問
題
は
、
今
回
の
顕
彰
事
業
に
伴
う
調
査
や
シ
ン
ポ
で

は
っ
き
り
「
順
」
と
決
着
が
つ
い
た
こ
と
。

一
春
朔
の
種
痘
法
が
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
時

の
朝
廷
（
小
森
典
薬
頭
）
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
た
事
実
が
は
っ
き
り

し
た
こ
と
・

一
天
野
甚
左
衛
門
の
墓
地
の
所
在
が
判
明
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
記
念
事
業
に
引
き
続
き
、
甘
木
歴
史
資
料
館
に
、
常
設
の

「
緒
方
春
朔
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
．
今
後
も
地
元
先
達
の
偉
業
を

偲
び
、
我
灸
医
師
を
初
め
、
医
療
関
係
者
の
医
学
、
医
療
に
対
し
て
気
構
え

を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
、
と
く
に
次
の
世
代
を
担
う
子
供

達
に
も
こ
の
先
達
の
偉
業
を
広
く
知
ら
せ
、
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
新
し
い
世

代
、
社
会
を
切
り
開
い
て
い
く
糧
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
息
の
長
い
活

動
を
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。（

甘
木
朝
倉
医
師
会
理
事
富
田
英
寿
）

一
五
年
前
の
昭
和
五
十
一
年
、
故
・
小
川
鼎
三
先
生
と
東
洋
紡
会
長
・
谷
口

豊
三
郎
氏
の
深
い
友
情
に
支
え
ら
れ
て
始
め
ら
れ
た
「
国
際
比
較
医
学
史
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
弓
胃
旨
扇
冒
昌
さ
目
昌
、
言
ご
己
○
切
旨
冒
さ
『
昼
①
Ｃ
Ｏ
目
名
目
具
】
く
の

第
一
五
回
谷
口
財
団
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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言
降
。
ｑ
具
目
①
島
の
旨
⑦
《
鬮
算
画
員
君
２
）
の
第
一
五
回
が
、
平
成
二
年

八
月
一
干
六
日
か
ら
一
週
間
、
内
外
の
医
史
学
研
究
者
を
集
め
て
富
士
の
裾

野
市
に
あ
る
富
士
教
育
研
修
所
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
伝
統
医
学
の
生
命
観
」
角
胃
８
日
目
易
。
昌
胃
言
①
２

８
口
。
⑦
頁
。
ご
静
‐
言
８
号
冒
霞
閏
画
且
葛
２
昌
且
目
昌
。
）
で
、
プ
ネ
ウ

マ
・
・
フ
ラ
ー
ナ
・
気
と
い
っ
た
世
界
に
展
開
さ
れ
た
古
代
の
生
命
観
の
比
較

医
学
史
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
た
。

今
回
は
以
下
の
日
程
で
進
め
ら
れ
た
。

組
織
委
員
叫
川
喜
多
愛
郎
（
千
葉
大
学
）
山
田
慶
兒
（
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
）
大
塚
恭
男
（
北
里
研
究
所
附
属
東
医
研
）
酒
井
シ
ヅ

（
順
天
堂
大
学
）
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
・
鳥
海
壽
子
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

八
月
二
十
六
日
〔
開
会
式
〕

八
月
二
十
七
日

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
一
〕
古
代
中
国
に
お
け
る
気
の
概
念
林
克
（
大
東
文
化
大

学
）
コ
メ
ン
ト
恥
侭
．
国
務
岸
（
米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
）

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
ニ
〕
中
国
古
代
の
生
命
哲
学
と
中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
気

の
概
念
劉
長
林
（
中
国
社
会
科
学
院
）
コ
メ
ン
ト
“
麥
谷
邦
夫
（
京

都
大
学
）

八
月
二
十
八
日

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
三
〕
周
天
功
ｌ
体
内
に
お
け
る
気
の
概
念
三
浦
國
雄
（
大

阪
市
立
大
学
）
コ
メ
ン
ト
“
栗
山
茂
久
（
米
・
エ
モ
リ
ー
大
学
）

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
四
〕
古
代
イ
ン
ド
の
医
学
伝
承
に
お
け
る
．
フ
ラ
ー
ナ
の
概
念

属
．
Ｎ
琶
烏
コ
メ
ン
ト
”
三
浦
國
雄

八
月
二
十
九
日

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
五
〕
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
生
命
力
の
思
想
Ｆ
↓

曽
ｎ
首
口
（
英
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
）
コ
メ
ン
ト
恥
林
克

八
月
三
十
日

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
六
〕
一
気
留
滞
説
と
万
病
一
毒
説
ｌ
江
戸
時
代
古
方
派
に
お

け
る
気
の
受
容
花
輪
寿
彦
（
北
里
研
究
所
東
医
研
）
コ
メ
ン
ト
恥

劉
長
林

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
七
〕
道
気
ｌ
神
と
人
の
間
の
存
在
麥
谷
邦
夫
コ
メ
ン

ー
ト
即
伊
．
］
固
の
西
口
四

八
月
三
十
一
日

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
八
〕
・
フ
ネ
ウ
マ
・
気
と
呼
吸
の
問
題
栗
山
茂
久
コ
メ
ン

ト
《
花
輪
寿
彦

〔
セ
ッ
シ
ョ
ン
九
〕
風
と
呼
吸
と
生
命
山
田
慶
兒

九
月
一
日
自
由
討
論
・
閉
会
式

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
以
下
の
ゲ
ス
ト
も
参
加
し
、
討
論
が
な
さ
れ
た
。

林
真
理
（
東
京
大
学
）
・
石
用
秀
実
（
九
州
国
際
大
学
）
・
小
曽
戸
洋
（
北

里
研
究
所
東
医
研
）
・
松
下
正
明
（
東
京
大
学
）
・
真
柳
誠
（
北
里
研
究
所
東

医
研
）
・
白
杉
悦
雄
（
京
都
大
学
）
・
武
田
時
昌
（
信
州
大
学
）
・
福
永
光
司

（
北
九
州
大
学
）
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
例
年
の
如
く
、
予
め
提
出
さ
れ
て
い
る
英
文
。
ヘ
ー
パ

ー
に
基
づ
き
演
者
が
要
約
を
述
べ
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
が
論
議
す
べ
き
点
を

指
摘
し
て
総
合
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
る
と
い
う
も
の
で
、
ひ
と
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
に
三
時
間
も
か
け
る
と
い
う
贄
沢
で
充
実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

ど
れ
も
難
し
い
テ
ー
マ
の
た
め
か
、
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
結
論
を
得
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
私
の
よ
う
に
医
学
の
ご
く
狭
い
分
野
し
か
知
ら
な
い
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十
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
、
東
京
の
国
立
教
育
会
館
に
て
第

六
回
の
国
際
東
洋
医
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
当
学
会
で
は
左

記
の
二
つ
の
医
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
内
外
研
究
者
の
発
表
と
討
論

が
日
・
英
・
中
の
同
時
通
訳
で
な
さ
れ
た
。

者
に
と
っ
て
、
他
の
と
く
に
人
文
科
学
系
の
諸
先
生
の
御
意
見
は
大
変
勉
強

に
な
っ
た
。

と
く
に
山
田
慶
兒
先
生
の
適
切
な
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

夕
食
後
は
ゲ
ス
ト
の
特
別
講
演
や
折
り
紙
・
習
字
・
太
極
拳
な
ど
で
国
際

親
睦
を
と
い
う
粋
な
企
画
が
な
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
参
加
者
全
員
が
通
常
の

学
会
や
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
で
は
得
ら
れ
な
い
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ
た

こ
と
と
思
う
。

ま
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
裏
方
で
終
始
準
備
・
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
鳥
海
壽
子
さ
ん
ら
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究

室
の
な
ふ
な
ゑ
な
ら
ぬ
御
苦
労
に
深
謝
し
た
い
。

な
お
残
念
な
こ
と
と
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
医
学
史
に
造
詣
の
深
い
川
喜

田
愛
郎
先
生
が
突
然
の
御
病
気
で
欠
席
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
の
一

日
も
早
い
御
回
復
を
お
祈
り
し
た
い
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
後
も
引
き
続
き
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
関
係
各
位
お
よ
び
谷
口
氏
に
切
に
お
願
い
し
た
い
。

（
花
輪
寿
彦
）

第
六
回
国
際
東
洋
医
学
会
・
医
史
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
Ⅵ
「
医
学
文
献
と
学
術
交
流
の
歴
史
」
八
十
月
二
十
一
日
、

午
前
九
時
’
十
一
時
、
座
長
》
大
塚
恭
男
（
日
）
、
エ
ル
ス
・
マ
リ
ー
・
ア

ン
バ
ッ
ケ
ン
（
ス
エ
ー
デ
ン
）
Ｖ

一
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
医
学
文
献
の
伝
播
’
十
二
世
紀
以
前

小
曽
戸
洋
（
北
里
研
・
東
医
研
）

二
東
西
交
流

史
に
見
る

医
薬
文
化

東
野
治
之

（
大
阪
大

学
）

三
日
本
と
中

国
・
朝
鮮

間
の
医
学

文
献
と
学

術
の
交
流

’
十
三
世

紀
以
降

真
柳
誠

（
北
里
研
．

東
医
研
）

四
近
代
中
国

に
お
け
る

伝
統
医
学
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